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(57)【要約】
【課題】各画素において、赤色、緑色及び青色の再現性
の低下を抑制しつつ、赤色有機発光層、緑色有機発光層
及び青色有機発光層を用いて、彩度が向上したマゼンタ
色又はシアン色を表現できる有機ＥＬ表示パネルを提供
する。
【解決手段】画素Ｐの各々が、赤色有機発光層６Ｒと赤
色カラーフィルタ１４Ｒとが配置された第１副画素ＳＰ
Ｒと、緑色有機発光層６Ｇと緑色カラーフィルタ１４Ｇ
とが配置された第２副画素ＳＰＧと、第１青色有機発光
層６Ｂと青色カラーフィルタ１４Ｂとが配置された第３
副画素ＳＰＢと、赤色有機発光層６Ｒと電荷発生層８と
第２青色有機発光層９とをこの順に配置した第４副画素
ＳＰＭと、を備える、有機ＥＬ表示パネル１００。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に複数の画素が配列され、前記複数の画素の各々が複数の副画素を備え、前記複
数の副画素の各々に、第１電極、機能層及び第２電極がこの順に配置された構成である有
機ＥＬ表示パネルであって、
　前記複数の画素の各々が、
　　機能層として赤色有機発光層を含み、前記赤色有機発光層に対して光の取り出し側に
赤色カラーフィルタが配置された第１副画素と、
　　機能層として緑色有機発光層を含み、前記緑色有機発光層に対して光の取り出し側に
緑色カラーフィルタが配置された第２副画素と、
　　機能層として青色有機発光層を含み、前記青色有機発光層に対して光の取り出し側に
青色カラーフィルタが配置された第３副画素と、
　　機能層として、赤色有機発光層と緑色有機発光層とのうちの一方、電荷発生層及び青
色有機発光層をこの順に含む第４副画素と、
　を備える、
　有機ＥＬ表示パネル。
【請求項２】
　前記複数の画素の各々が、さらに、
　　機能層として、赤色有機発光層と緑色有機発光層とのうちの前記第４副画素が含まな
い一方、電荷発生層及び青色有機発光層をこの順に含む第５副画素と、
　　機能層として、青色有機発光層、電荷発生層及び青色有機発光層をこの順に含む第６
副画素と、
　を備え、
　前記複数の副画素が、基板上に行列状に配列され、
　前記複数の画素の各々において、前記第１副画素、前記第２副画素及び前記第３副画素
が並ぶ行と、前記第４副画素、前記第５副画素及び前記第６副画素が並ぶ行とが、列方向
に並ぶ、
　請求項１に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項３】
　前記電荷発生層及び前記電荷発生層上にある前記青色有機発光層が、前記第４副画素、
前記第５副画素及び前記第６副画素が並ぶ行において連続する、
　請求項２に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項４】
　前記第１副画素、前記第２副画素、前記第３副画素の各機能層が、前記赤色有機発光層
、前記緑色有機発光層及び前記青色有機発光層上に、さらに、電荷発生層及び青色有機発
光層をこの順に備え、
　前記電荷発生層及び前記電荷発生層上の前記青色有機発光層が、前記複数の副画素のす
べてに渡って連続する、
　請求項３に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項５】
　前記赤色有機発光層、前記緑色有機発光層及び前記電荷発生層下の前記青色有機発光層
が、湿式プロセスで形成され、
　前記電荷発生層及び前記電荷発生層上の前記青色有機発光層が、乾式プロセスで形成さ
れた、
　請求項３又は請求項４に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項６】
　前記第６副画素において、前記青色有機発光層に対して光の取り出し側に前記青色カラ
ーフィルタが配置された、
　請求項２から請求項５のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項７】
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　前記第４副画素及び前記第５副画素のうち、前記赤色有機発光層を含む副画素において
、前記赤色有機発光層及び前記青色有機発光層に対して光の取り出し側にマゼンタ色カラ
ーフィルタが配置され、
　前記第４副画素及び前記第５副画素のうち、前記緑色有機発光層を含む副画素において
、前記緑色有機発光層及び前記青色有機発光層に対して光の取り出し側にシアン色カラー
フィルタが配置された、
　請求項２から請求項６のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項８】
　請求項２から請求項７のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネルと、
　前記有機ＥＬ表示パネルの前記複数の副画素の各々に配置された前記第１電極又は前記
第２電極と電気的に接続され、前記複数の副画素の各々に電力を供給する駆動制御部と、
　を備え、
　前記駆動制御部からの電力の供給により、
　　前記第１副画素、前記第２副画素、前記第３副画素が、当該副画素に配置された前記
赤色カラーフィルタ、前記緑色カラーフィルタ、前記青色カラーフィルタによって、当該
副画素に配置された前記赤色有機発光層、前記緑色有機発光層及び前記青色有機発光層の
発する光よりも色純度が向上した赤色、緑色、青色にそれぞれ発光し、
　　前記第４副画素及び前記第５副画素のうちの一方が、当該副画素にそれぞれ配置され
た前記赤色有機発光層及び前記青色有機発光層の発する色を混合したマゼンタ色に発光し
、
　　前記第４副画素及び前記第５副画素のうちの他方が、当該副画素にそれぞれ配置され
た前記緑色有機発光層及び前記青色有機発光層の発する光を混合したシアン色に発光し、
　　前記第６副画素が、青色に発光する、
　有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機材料の電界発光現象を利用した有機ＥＬ表示パネル及び当該有機ＥＬ表
示パネルを用いた有機ＥＬ表示装置に関し、特に有機ＥＬ表示パネルの表現可能な色域を
拡大する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビ、パーソナルコンピュータ、携帯端末、電子看板などの表示装置に用いられる表
示パネルでは、通常、各画素が、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）にそれぞれ発光
する副画素（サブピクセル）を備え、有色の画像を表示する。近年、有機材料の電界発光
（ＥＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）現象による発光を副画素に利用した
有機ＥＬ表示パネルが実用化されている。有機ＥＬ表示パネルにおいては、各副画素に、
一対の電極と、当該電極間に挟まれた有機発光層などの機能層とから構成される有機ＥＬ
素子が配置される。また、発光効率向上の観点から、機能層として有機発光層、電荷発生
層、有機発光層をこの順に含んだマルチフォトンエミッション（ＭＰＥ）構造の有機ＥＬ
素子が開発されている（例えば、特許文献１、２参照）。
【０００３】
　有機ＥＬ表示パネルにおける有色画像の表示方式は、色変換方式、カラーフィルタ方式
、３色塗り分け方式などがあるが、現在では発光効率の高い３色塗り分け方式が用いられ
ることが多い。３色塗り分け方式では、赤色、緑色、青色の副画素において、それぞれ赤
色に発光する赤色有機発光層、緑色に発光する緑色有機発光層、青色に発光する青色有機
発光層を機能層として含む有機ＥＬ素子を配置する。
【０００４】
　これら有機ＥＬ素子の発光スペクトルは、ＬＥＤの発光スペクトルとは異なり、比較的
広い範囲の波長帯に渡って光強度を有しており、色の成分を広く含んでいる。表示パネル
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が表示する画像は、規格によって定められたＲＧＢの各色を基準に、各画素におけるＲＧ
Ｂの階調によって表現されているが、有機ＥＬ素子の発光色は、規格によって定められた
ＲＧＢの各色とは一致しない場合が多い。
【０００５】
　したがって、有機ＥＬ素子の発光をそのまま各副画素の発光色とすると、各画素におけ
る色の再現性が低下し、複雑な補正処理が必要となる場合や、画像の色を正確に再現でき
なくなる場合がある。そこで、通常、有機ＥＬ表示パネルでは、副画素の発光色を規格に
定められたＲＧＢに近づける（以下、「色純度を向上させる」という。）ために、副画素
にカラーフィルタを配置する（例えば、特許文献３参照）。これにより、有機ＥＬ表示パ
ネルの各画素における色の再現性の低下を抑制することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－２７２８６０号公報
【特許文献２】特開２０１３－７３７５９号公報
【特許文献３】特開２０１３－２２５１３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　図１３は、ＮＴＳＣ、ＡｄｏｂｅＲＧＢ、ｓＲＧＢの各規格の色域を示す色度図である
。当該色度図では、ＣＩＥ（国際照明委員会）が１９３１年に定めたＸＹＺ表色系（２°
視野）に基づいたｘｙ平面座標によって色度（色相及び彩度）を表現している。このうち
、略半楕円形は、人間が知覚できる色域（色度の範囲）を示している。また、略半楕円形
の曲線部分は単一波長光の色度を示し（スペクトル軌跡）、当該曲線上の色は最も彩度（
色純度）の高い色となる。さらに、各三角形は、各規格（ＮＴＳＣ、ＡｄｏｂｅＲＧＢ、
ｓＲＧＢ）が定めるＲＧＢの色度の組み合わせによって表現可能な色域を示している。
【０００８】
　図１３に示すように、各規格の表現可能な色域は、人間が知覚できる色域をすべてカバ
ーしているわけではない。特に、ＧとＢとを繋いだ直線の外側（シアン色側）及びＲとＢ
とを繋いだ直線の外側（マゼンタ色側）において表現できない色域が広く存在する。した
がって、カラーフィルタにより副画素のＲＧＢの色純度を向上させたとしても、各画素に
おいて、鮮やかなマゼンタ色及びシアン色を表現できない。
【０００９】
　これに対し、マゼンタ色及びシアン色に発光する有機発光層を含む有機ＥＬ素子を副画
素に配置することが考えられる。しかし、これまでの有機ＥＬ素子の研究・開発は赤色、
緑色、青色の有機発光層が中心であり、現状では実用性の高いマゼンタ色有機発光層及び
シアン色有機発光層は得られていない。
　そこで、本発明の目的は、各画素において、色の再現性の低下を抑制しつつ、赤色有機
発光層、緑色有機発光層及び青色有機発光層を用いて、彩度が向上したマゼンタ色又はシ
アン色を表現できる有機ＥＬ表示パネル及び有機ＥＬ表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、基板上に複数の画素が配列され、複数の
画素の各々が複数の副画素を備え、複数の副画素の各々に、第１電極、機能層及び第２電
極がこの順に配置された構成である。また、当該有機ＥＬ表示パネルでは、複数の画素の
各々が、機能層として赤色有機発光層を含み、当該赤色有機発光層に対して光の取り出し
側に赤色カラーフィルタが配置された第１副画素と、機能層として緑色有機発光層を含み
、当該緑色有機発光層に対して光の取り出し側に緑色カラーフィルタが配置された第２副
画素と、機能層として青色有機発光層を含み、当該青色有機発光層に対して光の取り出し
側に青色カラーフィルタが配置された第３副画素と、機能層として、赤色有機発光層と緑
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色有機発光層とのうちの一方、電荷発生層及び青色有機発光層をこの順に含む第４副画素
と、を備える。
【発明の効果】
【００１１】
　上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルの各画素は、カラーフィルタの配置により色純度が
向上した赤色、緑色、青色にそれぞれ発光可能な第１副画素、第２副画素、第３副画素を
備える。また、当該有機ＥＬ表示パネルの各画素は、赤色有機発光層と緑色有機発光層と
の一方、電荷発生層及び青色有機発光層の組み合わせにより、彩度が向上したマゼンタ色
又はシアン色に発光可能な第４副画素を備える。
【００１２】
　したがって、当該有機ＥＬ表示パネルでは、各画素において、色の再現性の低下を抑制
しつつ、赤色有機発光層、緑色有機発光層及び青色有機発光層を用いて、彩度が向上した
マゼンタ色又はシアン色を表現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】有機ＥＬ表示装置１０００の全体構成を示すブロック図である。
【図２】有機ＥＬ表示パネル１００の画像表示面の一部を拡大した模式平面図である。
【図３】図２のＸ１－Ｘ１線に沿った模式断面図である。
【図４】図２のＸ２－Ｘ２線に沿った模式断面図である。
【図５】有機ＥＬ表示パネル１００と比較例とにおける各画素の色域を示す色度図である
。
【図６】有機ＥＬ表示パネル２００のＲＧＢ領域を示す模式断面図である。
【図７】有機ＥＬ表示パネル３００のＭＣＢ２領域を示す模式断面図である。
【図８】有機ＥＬ表示パネル４００のＭＣＢ２領域を示す模式断面図である。
【図９】有機ＥＬ表示パネル４００と比較例とにおける各画素の色域を示す色度図である
。
【図１０】有機ＥＬ表示パネル５００の画像表示面の一部を拡大した模式平面図である。
【図１１】図１０のＸ３－Ｘ３線に沿った模式断面図である。
【図１２】有機ＥＬ表示パネル６００のＲＧＢ領域を示す模式断面図である。
【図１３】各規格の色域を示す色度図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　＜本発明の一態様の概要＞
　本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、基板上に複数の画素が配列され、複数の
画素の各々が複数の副画素を備え、複数の副画素の各々に、第１電極、機能層及び第２電
極がこの順に配置された構成である。また、当該有機ＥＬ表示パネルでは、複数の画素の
各々が、機能層として赤色有機発光層を含み、当該赤色有機発光層に対して光の取り出し
側に赤色カラーフィルタが配置された第１副画素と、機能層として緑色有機発光層を含み
、当該緑色有機発光層に対して光の取り出し側に緑色カラーフィルタが配置された第２副
画素と、機能層として青色有機発光層を含み、当該青色有機発光層に対して光の取り出し
側に青色カラーフィルタが配置された第３副画素と、機能層として、赤色有機発光層と緑
色有機発光層とのうちの一方、電荷発生層及び青色有機発光層をこの順に含む第４副画素
と、を備える。
【００１５】
　上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルの各画素は、カラーフィルタの配置により色純度が
向上した赤色、緑色、青色にそれぞれ発光可能な第１副画素、第２副画素、第３副画素を
備える。また、当該有機ＥＬ表示パネルの各画素は、赤色有機発光層と緑色有機発光層と
の一方、電荷発生層及び青色有機発光層の組み合わせにより、彩度が向上したマゼンタ色
又はシアン色に発光可能な第４副画素を備える。
【００１６】
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　したがって、当該有機ＥＬ表示パネルでは、各画素において、色の再現性の低下を抑制
しつつ、赤色有機発光層、緑色有機発光層及び青色有機発光層を用いて、彩度が向上した
マゼンタ色又はシアン色を表現できる。
　また、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、複数の画素の
各々が、さらに、機能層として、赤色有機発光層と緑色有機発光層とのうちの第４副画素
が含まない一方、電荷発生層及び青色有機発光層をこの順に含む第５副画素と、機能層と
して、青色有機発光層、電荷発生層及び青色有機発光層をこの順に含む第６副画素と、を
備え、複数の副画素が、基板上に行列状に配列され、複数の画素の各々において、第１副
画素、第２副画素及び第３副画素が並ぶ行と、第４副画素、第５副画素及び第６副画素が
並ぶ行とが、列方向に並ぶ構成であってもよい。
【００１７】
　上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルの各画素は、さらにマゼンタ色とシアン色とのうち
の第４副画素の発光色ではない方に発光可能な第５副画素を備え、彩度が向上したマゼン
タ色及びシアン色の両方を表現できる。また、上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルの各画
素は、第３副画素とは別に青色に発光可能なＭＰＥ構造の有機ＥＬ素子を配置した第６副
画素を備え、青色の副画素の発光寿命が向上する。また、ＭＰＥ構造の有機ＥＬ素子を配
置した第４副画素、第５副画素及び第６副画素が一行に並び、製造上の効率がよい。
【００１８】
　また、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、電荷発生層及
び電荷発生層上にある青色有機発光層が、第４副画素、第５副画素及び第６副画素が並ぶ
行において連続する構成であってもよい。
　また、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、第１副画素、
第２副画素、第３副画素の各機能層が、赤色有機発光層、緑色有機発光層及び青色有機発
光層上に、さらに、電荷発生層及び青色有機発光層をこの順に備え、電荷発生層及び電荷
発生層上の青色有機発光層が、複数の副画素のすべてに渡って連続する構成であってもよ
い。
【００１９】
　上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、電荷発生層及び電荷発生層上にある青色有機発
光層が簡易な形状となり、製造効率が向上する。
　また、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、赤色有機発光
層、緑色有機発光層及び電荷発生層下の青色有機発光層が、湿式プロセスで形成され、電
荷発生層及び電荷発生層上の青色有機発光層が、乾式プロセスで形成された構成であって
もよい。上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、副画素ごとに塗り分けが必要な層を湿式
プロセスで、簡易な形状の層を乾式プロセスでそれぞれ形成することで、製造効率が向上
する。
【００２０】
　また、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、第６副画素に
おいて、青色有機発光層に対して光の取り出し側に青色カラーフィルタが配置された構成
であってもよい。上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、第６副画素の発光色の色純度が
向上し、色の再現性がさらに向上する。
　また、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様に加え、第４副画素及び
第５副画素のうち、赤色有機発光層を含む副画素において、赤色有機発光層及び青色有機
発光層に対して光の取り出し側にマゼンタ色カラーフィルタが配置され、第４副画素及び
第５副画素のうち、緑色有機発光層を含む副画素において、緑色有機発光層及び青色有機
発光層に対して光の取り出し側にシアン色カラーフィルタが配置された構成であってもよ
い。
【００２１】
　上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルの各画素では、さらに彩度が向上したマゼンタ色及
びシアン色を表現することができる。
　また、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示装置は、上記態様の有機ＥＬ表示パネルと、
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当該有機ＥＬ表示パネルの複数の副画素の各々に配置された第１電極又は第２電極と電気
的に接続され、複数の副画素の各々に電力を供給する駆動制御部と、を備える。また、当
該有機ＥＬ表示装置では、駆動制御部からの電力の供給により、第１副画素、第２副画素
、第３副画素が、当該副画素に配置された赤色カラーフィルタ、緑色カラーフィルタ、青
色カラーフィルタによって、当該副画素に配置された赤色有機発光層、緑色有機発光層及
び青色有機発光層の発する光よりも色純度が向上した赤色、緑色、青色にそれぞれ発光す
る。さらに、当該有機ＥＬ表示層では、第４副画素及び第５副画素のうちの一方が、当該
副画素にそれぞれ配置された赤色有機発光層及び青色有機発光層の発する色を混合したマ
ゼンタ色に発光し、第４副画素及び第５副画素のうちの他方が、当該副画素にそれぞれ配
置された緑色有機発光層及び青色有機発光層の発する光を混合したシアン色に発光し、第
６副画素が、青色に発光する。
【００２２】
　上記態様に係る有機ＥＬ表示装置では、有機ＥＬ表示パネルの各画素において、色の再
現性の低下を抑制しつつ、赤色有機発光層、緑色有機発光層及び青色有機発光層を用いて
、彩度が向上したマゼンタ色又はシアン色を表現できる。
　なお、本願における赤色、緑色、青色、マゼンタ色、シアン色など光の色を特定する表
現は、ＣＩＥに規定された厳密なものではなく、光の波長領域をおおよその範囲で特定す
るものに過ぎない。特に、マゼンタ色、シアン色は、それぞれ赤色と青色との中間の色、
緑色と青色との中間の色を指すものである。
【００２３】
　＜実施の形態＞
　以下では、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネル１００を用いた有機ＥＬ表示装置
１０００について、図面を参照しながら説明する。
　１．有機ＥＬ表示装置１０００の全体構成
　図１は、有機ＥＬ表示装置１０００の全体構成を示すブロック図である。有機ＥＬ表示
装置１０００は、テレビ、パーソナルコンピュータ、携帯端末、電子看板などに用いられ
る表示装置であって、有機ＥＬ表示パネル１００と、これに電気的に接続された駆動制御
部１７とを備える。
【００２４】
　有機ＥＬ表示パネル１００（以下、「パネル１００」という。）は、長方形状の画像表
示面（不図示）を有する表示パネルである。パネル１００では、画像表示面に沿って複数
の有機ＥＬ素子（不図示）が配列され、有機ＥＬ素子の発光の組み合わせにより画像が表
示される。なお、パネル１００は、一例として、トップエミッション型かつアクティブマ
トリクス方式を採用している。
【００２５】
　駆動制御部１７は、駆動回路１８～２１と制御回路２２とから構成されている。駆動回
路１８～２１は、各有機ＥＬ素子に電力を供給する電源回路、各有機ＥＬ素子への供給電
力を調整する電圧信号を印加する信号回路、一定の間隔ごとに電圧信号を印加する有機Ｅ
Ｌ素子を切り替える走査回路などを有する。制御回路２２は、外部から入力された画像情
報を含むデータに応じて、駆動回路１８～２１の動作を制御する。駆動制御部１７は、駆
動回路１８～２１から延伸する配線等を介し、各有機ＥＬ素子の電極と電気的に接続され
、各有機ＥＬ素子に電力を供給することで、各有機ＥＬ素子の発光を駆動する。
【００２６】
　なお、図１では、駆動回路１８～２１がパネル１００の周囲に４つ配置されているが、
駆動制御部１７の構成はこれに限定されるものではなく、駆動回路の数や位置は適宜変更
可能である。
　２．パネル１００の構成
　（１）平面構成
　図２は、パネル１００の画像表示面の一部を拡大した模式平面図である。パネル１００
では、画像表示面上に配置された隔壁２に、複数の開口２ａが形成されている。この開口
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２ａの各々は、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、第３副画素ＳＰＢ、第４副画素Ｓ
ＰＭ、第５副画素ＳＰＣ及び第６副画素ＳＰＢ２のいずれかとなっている。よって、以下
では、開口２ａを副画素２ａという場合がある。
【００２７】
　パネル１００では、各副画素２ａが画像表示面上において、行方向Ｘ及び列方向Ｙから
なる行列状に配置されている。また、各画素Ｐは、複数の副画素２ａ、具体的には第１副
画素ＳＰＲと、第２副画素ＳＰＧと、第３副画素ＳＰＢと、第４副画素ＳＰＭと、第５副
画素ＳＰＣと、第６副画素ＳＰＢ２と、を一つずつ備える。ここで、各画素Ｐにおいて、
第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ及び第３副画素ＳＰＢが並ぶ行と、第４副画素ＳＰ
Ｍ、第５副画素ＳＰＣ及び第６副画素ＳＰＢ２が並ぶ行とが、列方向Ｙに並んでいる。し
たがって、各画素Ｐも、画像表示面上において、行方向Ｘ及び列方向Ｙからなる行列状に
配列されている。
【００２８】
　以下では説明のため、画素Ｐにおいて第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ及び第３副
画素ＳＰＢが並ぶ領域をＲＧＢ領域、画素Ｐにおいて第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰ
Ｃ及び第６副画素ＳＰＢ２が並ぶ領域をＭＣＢ２領域という場合がある。
　（２）断面構成
　図３は、図２のＸ１－Ｘ１線に沿った模式断面図であり、図４は、図２のＸ２－Ｘ２線
に沿った模式断面図である。すなわち、図３はＲＧＢ領域の断面図であり、図４はＭＣＢ
２領域の断面図である。以下では、説明のため、図２及び図３に示すＺ方向を上方向とす
る。また、各部材を行方向Ｘ及び列方向Ｙを含むＸＹ平面（画像表示面）に垂直投影した
際に現れる形状を平面形状とする。
【００２９】
　パネル１００では、基板１上に隔壁２が配置され、隔壁２に形成された開口２ａの各々
には、陽極である第１電極３、複数の機能層Ｆ、陰極である第２電極１１が基板１側から
順に配置されている。すなわち、各副画素２ａに、正構造の有機ＥＬ素子が配置されてい
る。また各副画素２ａは、複数の機能層Ｆとして、基板１側から順に正孔注入層４、正孔
輸送層５、第２電子輸送層１０を含んでいる。また、第２電極１１上には薄膜封止層１２
、樹脂層１３及び封止材１５が配置されている。
【００３０】
　ここで、図３に示すように、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、第３副画素ＳＰＢ
は、機能層Ｆとして、それぞれ赤色有機発光層６Ｒ、緑色有機発光層６Ｇ、第１青色有機
発光層６Ｂを含んでいる。なお、以下では、赤色有機発光層６Ｒ、緑色有機発光層６Ｇ、
第１青色有機発光層６Ｂを特に区別しないときは、有機発光層６とする。
　また、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、第３副画素ＳＰＢでは、樹脂層１３と封
止材１５との間に、それぞれ赤色カラーフィルタ１４Ｒ、緑色カラーフィルタ１４Ｇ、青
色カラーフィルタ１４Ｂが配置されている。なお、パネル１００はトップエミッション型
であるため、樹脂層１３と封止材１５との間は、有機発光層６に対して、光の取り出し側
となっている。また、以下では、赤色カラーフィルタ１４Ｒ、緑色カラーフィルタ１４Ｇ
、青色カラーフィルタ１４Ｂを、カラーフィルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂと省略する場合
がある。
【００３１】
　また、図４に示すように、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ、第６副画素ＳＰＢ２
は、機能層Ｆとして、それぞれ赤色有機発光層６Ｒ、緑色有機発光層６Ｇ、第１青色有機
発光層６Ｂを含んでいる。さらに、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ及び第６副画素
ＳＰＢ２は、機能層Ｆとして、有機発光層６上に、第１電子輸送層７、電荷発生層８、第
２青色有機発光層９を基板１側から順に含んでいる。すなわち、第４副画素ＳＰＭ、第５
副画素ＳＰＣ及び第６副画素ＳＰＢ２には、ＭＰＥ構造の有機ＥＬ素子が配置されている
。
【００３２】
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　なお、図３及び図４では、第１電極３、正孔注入層４、正孔輸送層５及び有機発光層６
は開口２ａごとに配置されており、第２電子輸送層１０、第２電極１１、薄膜封止層１２
及び樹脂層１３は複数の開口２ａに渡って連続している。パネル１００ではこの構成に限
られず、例えば、正孔注入層４及び正孔輸送層５が複数の開口２ａに渡って連続していて
もよいし、例えば、第２電子輸送層１０及び第２電極１１が開口２ａごとに配置されてい
てもよい。
【００３３】
　また、上記した機能層Ｆの構成は、あくまで一例であって、各副画素２ａでは、この他
の機能層Ｆとして、例えば電子注入層、阻止層、バッファ層などを含む構成であってもよ
い。また、各副画素２ａでは、上記複数の機能層Ｆの一部、例えば正孔注入層４、正孔輸
送層５、第１電子輸送層７、第２電子輸送層１０などを含まない構成であってもよい。
　（３）各構成要素
　ａ．基板１
　基板１は、パネル１００の支持部材であり、基板１の主面の一方（図３及び図４の上面
側）は、パネル１００の画像表示面である。基板１では、長方形平板状の基板本体上にＴ
ＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）層（不図示）が形成されている。Ｔ
ＦＴ層には、ＴＦＴ素子、コンデンサ素子、配線などによって電子回路が構成されており
、有機ＥＬ素子ごとに供給する電流を駆動制御部１７が制御できるようになっている（ア
クティブマトリクス方式）。また、ＴＦＴ層の最上部には、層間絶縁層が形成され、基板
１の上面は平坦化されている。
【００３４】
　基板本体は、電気絶縁性材料で形成されている。具体的には、当該材料は、例えば、無
アルカリガラス、ソーダガラス、無蛍光ガラス、燐酸系ガラス、硼酸系ガラスなどのガラ
ス材料又は石英などである。また、当該材料は、例えばアクリル系樹脂、スチレン系樹脂
、ポリカーボネート系樹脂、エポキシ系樹脂、ポリエチレン、ポリエステル、ポリイミド
、シリコーン系樹脂などのプラスチック材料、アルミナなどの金属酸化物材料などであっ
てもよい。さらに、基板本体は、例えば、アルミニウムやステンレスなどの金属材料に電
気絶縁性材料をコーティングしたものであってもよい。
【００３５】
　ＴＦＴ層は、素子及び配線を形成する半導体、導電体、電気絶縁体の積層構造と、層間
絶縁層とにより構成される。半導体としては、例えば、シリコン、インジウム－亜鉛－ガ
リウム酸化物などの酸化物半導体、複素芳香族化合物などの平面方向に広がったπ電子共
役系を有する有機半導体などを用いることができる。導電体としては、例えば、アルミニ
ウム、銅、金などの金属、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）や酸化インジウム亜鉛（ＩＺＯ
）などの導電性酸化物などを用いることができる。絶縁体としては、例えば、窒化シリコ
ン、酸化シリコン、酸窒化シリコン、酸化アルミニウム、アクリル系樹脂、ポリイミド系
樹脂、シロキサン系樹脂、フェノール系樹脂などを用いることができる。層間絶縁層とし
ては、電気絶縁性を有するパターニング可能な材料、例えば、アクリル系樹脂、ポリイミ
ド系樹脂、シロキサン系樹脂、フェノール系樹脂などの有機材料を用いることができる。
【００３６】
　ｂ．隔壁２
　隔壁２は、各副画素２ａを物理的に規定し、かつ電気的に絶縁する役割を有する。隔壁
２の形状は、行列状に配列された副画素２ａごとに区画するよう、各副画素２ａを取り囲
む格子状となっている（ピクセルバンク方式）。
　なお、図２に示すように、隔壁２は、開口２ａの平面形状が列方向Ｙを長軸、行方向Ｘ
を短軸とする略楕円状となるように形成されている。より具体的には、隔壁２は、開口２
ａの行方向Ｘに対向する２辺が直線状に、列方向Ｙに対向する２辺が半円弧状になるよう
に開口２ａを囲んでいる。このように開口２ａを角のない平面形状にすることで、開口２
ａ内に各層を形成する際の形成不良の発生を低減できる。
【００３７】
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　隔壁２の材料は、電気絶縁性を有していればよく、有機溶剤、酸やアルカリ、熱などに
対する耐性を有することが好ましい。当該材料は、例えば、樹脂などの有機材料又はガラ
スなどの無機材料である。具体的な例として、有機材料は、アクリル系樹脂、ポリイミド
系樹脂、ノボラック型フェノール樹脂など、無機材料は、ＳｉＯ（酸化シリコン）、Ｓｉ
Ｎ（窒化シリコン）などが挙げられる。
【００３８】
　隔壁２の形成方法としては、例えば、基板１の主面上に感光性樹脂を塗布し、フォトリ
ソグラフィ法により開口２ａに対応したパターンを形成すればよい。
　ｃ．第１電極３
　第１電極３は、有機ＥＬ素子の構成要素の一つであり、ＴＦＴ層のＴＦＴ素子を介して
駆動制御部１７から供給された電力を受けて、有機発光層６側に正孔を供給する陽極とし
ての役割を有する。なお、パネル１００はトップエミッション型であるため、第１電極３
は光反射性を有することが好ましい。これは、第１電極３の材料に光反射性を有するもの
を用いてもよいし、第１電極３の一部に反射コーティングを施してもよい。
【００３９】
　例えば図３及び図４に示すように、第１電極３の行方向Ｘ及び列方向Ｙ側の端部は隔壁
２に覆われる。これにより隣接する第１電極３同士は電気的に絶縁され、パネル１００で
は副画素２ａごとに電力の供給を行うことが可能となっている。
　第１電極３の材料は、例えば、Ａｌ（アルミニウム）、アルミニウム合金、Ａｇ（銀）
、ＡＰＣ（銀、パラジウム及び銅の合金）、ＡＲＡ（銀、ルビジウム及び金の合金）、Ｍ
ｏ（モリブデン）、ＭｏＣｒ（モリブデンとクロムとの合金）、ＭｏＷ（モリブデンとタ
ングステンとの合金）、ＮｉＣｒ（ニッケルとクロムとの合金）などである。
【００４０】
　また、第１電極３は、上記材料の上部に透明導電層を設ける構成であってもよい。透明
導電層は、製造過程において上記材料が酸化するのを防ぐ保護層として機能する。透明導
電層の材料としては、例えば、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）、ＩＺＯ（酸化インジウム
亜鉛）などである。
　第１電極３の形成方法としては、例えば、真空蒸着法、電子ビーム蒸着法、スパッタリ
ング法、反応性スパッタリング法、イオンプレーティング法、気相成長法等の乾式プロセ
スを用いることができ、スパッタリング法を用いることが好ましい。また、当該形成方法
として、印刷法、スピンコート法、インクジェット法などを用いてもよい。
【００４１】
　ｄ．正孔注入層４
　正孔注入層４は、有機ＥＬ素子の構成要素である機能層Ｆの一つであり、第１電極３か
ら供給される正孔を有機発光層６への注入する際のエネルギー障壁を低減させる役割を有
する。
　正孔注入層４の材料は、例えば、トリアゾール誘導体、オキサジアゾール誘導体、イミ
ダゾール誘導体、ポリアリールアルカン誘導体、ピラゾリン誘導体、ピラゾロン誘導体、
フェニレンジアミン誘導体、アリールアミン誘導体、アミノ置換カルコン誘導体、オキサ
ゾール誘導体、スチリルアントラセン誘導体、フルオレノン誘導体、ヒドラゾン誘導体、
スチルベン誘導体、ポリフィリン化合物、芳香族第三級アミン化合物、スチリルアミン化
合物、ブタジエン化合物、アザトリフェニレン誘導体、ポリスチレン誘導体、トリフェニ
ルメタン誘導体、テトラフェニルベンジン誘導体（いずれも特開平５－１６３４８８号公
報に記載）や、ＰＥＤＯＴ：ＰＳＳ（ポリチオフェンとポリスチレンスルホン酸との混合
物）などの有機化合物、酸化タングステン（ＷＯ）、酸化モリブデン（ＭｏＯ）、酸化モ
リブデンタングステン（ＭｏＷＯ）などの遷移金属の酸化物などである。これ以外にも、
当該材料は遷移金属の窒化物、又は酸窒化物などの金属化合物であってもよい。
【００４２】
　正孔注入層４の形成方法としては、印刷法、スピンコート法、インクジェット法などの
湿式プロセスを用いることができる。また、真空蒸着法、電子ビーム蒸着法、スパッタリ
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ング法、反応性スパッタリング法、イオンプレーティング法、気相成長法などの乾式プロ
セスを用いることもできる。材料コストや形成精度の点からは、湿式プロセスを用いるこ
とが好ましい。
【００４３】
　ｅ．正孔輸送層５
　正孔輸送層５は、有機ＥＬ素子の構成要素である機能層Ｆの一つであり、正孔注入層４
を通じて注入された正孔を効率良く有機発光層６へ輸送する役割を有する。
　正孔輸送層５の材料は、例えば、トリアゾール誘導体、オキサジアゾール誘導体、イミ
ダゾール誘導体、ポリアリールアルカン誘導体、ピラゾリン誘導体、ピラゾロン誘導体、
フェニレンジアミン誘導体、アリールアミン誘導体、アミノ置換カルコン誘導体、オキサ
ゾール誘導体、スチリルアントラセン誘導体、フルオレノン誘導体、ヒドラゾン誘導体、
スチルベン誘導体、ポリフィリン化合物、芳香族第三級アミン化合物、スチリルアミン化
合物、ブタジエン化合物、ポリスチレン誘導体、トリフェニルメタン誘導体、テトラフェ
ニルベンジン誘導体（いずれも特開平５－１６３４８８号公報に記載）などである。また
、当該材料は、ポリフィリン化合物、芳香族第三級アミン化合物、スチリルアミン化合物
であることが好ましい。
【００４４】
　正孔輸送層５の形成方法は、例えば正孔注入層４の形成方法として例示した方法を用い
ることができる。
　ｆ．有機発光層６
　有機発光層６は、有機ＥＬ素子の構成要素である機能層Ｆの一つであり、第１電極３及
び第２電極１１（又は電荷発生層８）から供給された正孔及び電子の再結合による発光が
行われる部位である。有機発光層６は、赤色、緑色、青色の光を発する有機材料をそれぞ
れ含む赤色有機発光層６Ｒ、緑色有機発光層６Ｇ、第１青色有機発光層６Ｂのいずれかで
ある。
【００４５】
　有機発光層６の材料は、例えば、オキシノイド化合物、ペリレン化合物、クマリン化合
物、アザクマリン化合物、オキサゾール化合物、オキサジアゾール化合物、ペリノン化合
物、ピロロピロール化合物、ナフタレン化合物、アントラセン化合物、フルオレン化合物
、フルオランテン化合物、テトラセン化合物、ピレン化合物、コロネン化合物、キノロン
化合物、アザキノロン化合物、ピラゾリン誘導体、ピラゾロン誘導体、ローダミン化合物
、クリセン化合物、フェナントレン化合物、シクロペンタジエン化合物、スチルベン化合
物、ジフェニルキノン化合物、スチリル化合物、ブタジエン化合物、ジシアノメチレンピ
ラン化合物、ジシアノメチレンチオピラン化合物、フルオレセイン化合物、ピリリウム化
合物、チアピリリウム化合物、セレナピリリウム化合物、テルロピリリウム化合物、芳香
族アルダジエン化合物、オリゴフェニレン化合物、チオキサンテン化合物、シアニン化合
物、アクリジン化合物、８－ヒドロキシキノリン化合物の金属鎖体、２－ビピリジン化合
物の金属鎖体、シッフ塩とＩＩＩ族金属との鎖体、オキシン金属鎖体、希土類鎖体等の蛍
光物質（いずれも特開平５－１６３４８８号公報に記載）などである。
【００４６】
　有機発光層６の形成方法としては、印刷法、スピンコート法、インクジェット法などの
湿式プロセスを用いることができる。また、真空蒸着法、電子ビーム蒸着法、スパッタリ
ング法、反応性スパッタリング法、イオンプレーティング法、気相成長法などの乾式プロ
セスを用いることもできる。材料コストや形成精度の点からは、湿式プロセスを用いるこ
とが好ましい。
【００４７】
　ｇ．第１電子輸送層７
　第１電子輸送層７は、ＭＰＥ構造の有機ＥＬ素子における機能層Ｆの一つであり、後述
する電荷発生層８から注入された電子を効率良く有機発光層６へ輸送する役割を有する。
図２に示すように、第１電子輸送層７の形状は、ＭＣＢ２領域が並ぶ行全体において連続
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している。
【００４８】
　第１電子輸送層７の材料は、例えば、ニトロ置換フルオレノン誘導体、チオピランジオ
キサイド誘導体、ジフェキノン誘導体、ペリレンテトラカルボキシル誘導体、アントラキ
ノジメタン誘導体、フレオレニリデンメタン誘導体、アントロン誘導体、オキサジアゾー
ル誘導体、ペリノン誘導体、キノリン錯体誘導体（いずれも特開平５－１６３４８８号公
報に記載）、リンオキサイド誘導体、トリアゾール誘導体、トジアジン誘導体、シロール
誘導体、ジメシチルボロン誘導体、トリアリールボロン誘導体などである。
【００４９】
　なお、上記材料に、Ｎａ、Ｂａ、Ｃａなどのアルカリ金属又はアルカリ土類金属をドー
ピングしてもよく、これにより第１電子輸送層７に対する電子注入性を向上することがで
きる。
　第１電子輸送層７の形成方法としては、真空蒸着法、電子ビーム蒸着法、スパッタリン
グ法、反応性スパッタリング法、イオンプレーティング法、気相成長法などの乾式プロセ
スを用いることができ、真空蒸着法を用いることが好ましい。なお、この際、シャドウマ
スク法により、ＭＣＢ２領域が並ぶ行にのみ開口したマスクを用いれば、図２に示すよう
なパターンの第１電子輸送層７を形成することができる。
【００５０】
　ｈ．電荷発生層８
　電荷発生層８は、ＭＰＥ構造の有機ＥＬ素子における機能層Ｆの一つであり、有機発光
層６側に電子を、第２青色有機発光層９側に正孔をそれぞれ供給する役割を果たす。図２
に示すように、電荷発生層８の形状も第１電子輸送層７と同じく、ＭＣＢ２領域が並ぶ行
全体において連続している。
【００５１】
　電荷発生層８は、電子受容性物質と電子供与性物質とから構成され、一定の比抵抗（例
えば１．０×１０2Ω・ｃｍ以上）を有する電気絶縁層である。電荷発生層８では、電子
受容性物質と電子供与性物質との間で酸化還元反応によってラジカルカチオンとラジカル
アニオンとからなる電荷移動錯体が形成される。この電荷移動錯体中のラジカルカチオン
（正孔に相当）とラジカルアニオン（電子に相当）は、外部からの電圧印加によってそれ
ぞれ第２電極１１（陰極）方向、第１電極３（陽極）方向へ移動する。
【００５２】
　なおこの際、電荷発生層８が導電性を有すると、外部から電圧印加されていない電荷発
生層８の領域においても、電圧印加された領域と等電位となることで第１電極３又は第２
電極１１との電位差が生じ、正孔又は電子の供給が発生してしまう。そこで、電荷発生層
８は、一定の比抵抗を有することにより、電圧が印加されない電荷発生層８の領域におけ
る正孔又は電子の供給を抑制している。
【００５３】
　以上により、電荷発生層８は、電圧が印加された副画素２ａのみにおいて、有機発光層
６側に電子を、第２青色有機発光層９側に正孔を供給する。
　電荷発生層８の材料は、例えばＡｇ、Ａｕ（金）、Ａｌなどの金属薄膜、酸化バナジウ
ム、酸化モリブデン、酸化レニウム、酸化タングステンなどの金属酸化物、ＩＴＯ、ＩＺ
Ｏ、ＡＺＯ、ＧＺＯ、ＡＴＯ、ＳｎＯ2などの透明導電膜、いわゆるｎ型半導体とｐ型半
導体の積層体、金属薄膜もしくは透明導電膜とｎ型半導体及び／又はｐ型半導体との積層
体、ｎ型半導体とｐ型半導体の混合物、ｎ型半導体及び／又はｐ型半導体と金属との混合
物、などを挙げることができる。ｎ型半導体やｐ型半導体としては、無機材料であっても
、有機材料であってもよく、あるいは有機材料と金属との混合物や、有機材料と金属酸化
物や、有機材料と有機系アクセプタ／ドナー材料や、無機系アクセプタ／ドナー材料等の
組合せによって得られるものであってもよく、特に制限されることなく必要に応じて選定
して使用することができる（特許文献２に記載）。
【００５４】
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　具体的には、電子受容性物質を構成する材料は、例えば、Ｖ2Ｏ5、ＭｏＯ3、ＷＯ3、ｎ
型の半導体特性を示す有機半導体であるテトラシアノキノジメタン（ＴＣＮＱ）などであ
る。また、電子供与性物質を構成する材料は、例えば、アリール誘導体などである。また
、電荷発生層８を強電子受容性物質（例えばＨＡＴＣＮ６）で構成し、この強電子受容性
物質の第２電極１１側に電子供与性物質（例えばＮＰＢ）からなる層を配置する構成とし
てもよい（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　１２　（２０１１）、７１０－７
１５に記載）。
【００５５】
　また、電荷発生層８をＡｌ／Ａｕ、Ｃｕ（銅）／Ａｇ、Ｆ16ＣｕＰｃ／ＣｕＰｃ（ヘキ
サデカフルオロ銅フタロシアニン／銅フタロシアニン）、Ａｌ／ＷＯ3／Ａｕなどを用い
る構成としてもよい（ＡＰＰＬＩＥＤ　ＰＨＹＳＩＣＳ　ＬＥＴＴＥＲＳ　９１　（２０
０７）、１２３５０４に記載）。
　なお、電荷発生層８の形成方法は、例えば第１電子輸送層７の形成方法として例示した
方法を用いることができる。
【００５６】
　ｉ．第２青色有機発光層９
　第２青色有機発光層９は、ＭＰＥ構造の有機ＥＬ素子における機能層Ｆの一つであり、
有機発光層６と同様に、電荷発生層８及び第２電極１１から供給された正孔及び電子の再
結合による発光が行われる部位である。なお、第２青色有機発光層９は、青色の光を発す
る。図２に示すように、第２青色有機発光層９の形状も第１電子輸送層７及び電荷発生層
８と同じく、ＭＣＢ２領域が並ぶ行全体において連続している。
【００５７】
　第２青色有機発光層９の材料は、例えば有機発光層６において例示した材料である。ま
た、第２青色有機発光層９の形成方法は、例えば第１電子輸送層７の形成方法として例示
した方法を用いることができる。なお、第２青色有機発光層９を乾式プロセスにより形成
することで、湿式プロセスで形成するよりも発光効率を高めることができる。
　パネル１００では、第１電子輸送層７、電荷発生層８及び第２青色有機発光層９が、第
４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ、第６副画素ＳＰＢ２が並ぶ行全体において連続する
。これは、第１電極３、正孔注入層４、正孔輸送層５及び有機発光層６のように、開口２
ａごとに形成された層に比べて非常に簡易な形状であり、パネル１００の生産効率を向上
させることができる。特に、第１電子輸送層７、電荷発生層８及び第２青色有機発光層９
を真空蒸着法で形成した場合、シャドウマスクを比較的簡易な形状とでき、かつ高精度な
位置合わせも不要となるため、生産効率の向上効果が大きい。
【００５８】
　ｊ．第２電子輸送層１０
　第２電子輸送層１０は、有機ＥＬ素子の構成要素である機能層Ｆの一つであり、第２電
極１１から供給された電子を効率良く有機発光層６又は第２青色有機発光層９へ輸送する
役割を有する。第２電子輸送層１０は、開口２ａのすべてに渡って連続する。
　第２電子輸送層１０の材料は、例えば、第１電子輸送層７において例示した材料である
。また、第２電子輸送層１０の形成方法は、真空蒸着法、電子ビーム蒸着法、スパッタリ
ング法、反応性スパッタリング法、イオンプレーティング法、気相成長法などの乾式プロ
セスを用いることができ、真空蒸着法を用いることが好ましい。
【００５９】
　ｋ．第２電極１１
　第２電極１１は、有機ＥＬ素子の構成要素の一つであり、有機発光層６側又は第２青色
有機発光層９側に電子を供給する陰極としての役割を有する。なお、パネル１００はトッ
プエミッション型であるため、第２電極１１は光透過性を有する必要がある。第２電極１
１も、第２電子輸送層１０と同様に、開口２ａのすべてに渡って連続する。
【００６０】
　第２電極１１の材料は、例えば、ＩＴＯやＩＺＯなどの透明導電性酸化物である。また
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、当該材料からなる層にＡｇ、Ａｕ、Ｐｔ（白金）、Ｐｄ（パラジウム）、Ｎｉ（ニッケ
ル）、Ｃｕ、Ａｌなどの金属又はこれらの合金の層を積層した構造や、ＡｌやＡｇを含む
金属薄膜であってもよい。なお、第２電極１１の形成方法としては、例えば第１電極３の
形成方法として例示した方法を用いることができる。
【００６１】
　ｌ．薄膜封止層１２
　薄膜封止層１２は、有機ＥＬ素子の各構成要素が水分や酸素などと接触することを抑制
する役割を有する。また、薄膜封止層１２は、第２電極１１と樹脂層１３、封止材１５な
どとの中間値となる屈折率を有することで、パネル１００における有機ＥＬ素子の光の取
り出し効率を向上する役割を有してもよい。薄膜封止層１２も、第２電子輸送層１０及び
第２電極１１と同様に、開口２ａのすべてに渡って連続する。
【００６２】
　薄膜封止層１２の材料は、例えば、ＳｉＮ、ＳｉＯＮ（酸窒化シリコン）などの無機材
料で形成されている。また、薄膜封止層１２の形成方法は、真空蒸着法、電子ビーム蒸着
法、スパッタリング法、反応性スパッタリング法、イオンプレーティング法、気相成長法
などの乾式プロセスを用いることができ、反応性スパッタリング法を用いることが好まし
い。
【００６３】
　ｍ．樹脂層１３
　樹脂層１３は、薄膜封止層１２までの各層が積層された基板１と、カラーフィルタ１４
Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂが配置された封止材１５とを貼り合わせる役割を有する。したがって
、樹脂層１３は、薄膜封止層１２とカラーフィルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂ及び封止材１
５との間に配置される。樹脂層１３の材料は、例えばエポキシ系樹脂、アクリル系樹脂、
シリコーン系樹脂などの硬化性樹脂である。樹脂層１３の形成方法は、例えば、まずディ
スペンス法、印刷法、ダイコート法などの湿式プロセスによって薄膜封止層１２上又はカ
ラーフィルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂが配置された封止材１５上に樹脂層１３の材料を一
様に塗布する。次に、基板１と封止材１５とを貼り合わせ、さらに熱、光又は硬化剤など
によって樹脂層１３の材料を硬化させればよい。
【００６４】
　ｎ．カラーフィルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂ
　カラーフィルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂは、有機発光層６の発する光のうち、特定の波
長帯の光を遮断し、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ及び第３副画素ＳＰＢの発光色
（パネル１００の外部へ取り出される光）の色純度を向上させる役割を有する。具体的に
は、赤色カラーフィルタ１４Ｒ、緑色カラーフィルタ１４Ｇ、青色カラーフィルタ１４Ｂ
が、それぞれ赤色有機発光層６Ｒ、緑色有機発光層６Ｇ、第１青色有機発光層６Ｂの発す
る光の赤色、緑色、青色の色純度を向上させる機能を有する。
【００６５】
　なお、パネル１００では、図４に示すように、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ及
び第６副画素ＳＰＢ２にはカラーフィルタは配置されていない。これにより、第４副画素
ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ及び第６副画素ＳＰＢ２では、有機発光層６及び第２青色有機
発光層９の発する光の成分が失われず、発光効率が向上することで、発光寿命が向上する
。
【００６６】
　また、パネル１００では、隔壁２の上方の封止材１５直下に、可視光を遮断するブラッ
クマトリクス領域を形成してもよい。これにより、パネル１００のコントラスト比を向上
させることができる。
　カラーフィルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂの材料は、公知の有機材料、例えば、市販のカ
ラーレジストなどである。なお、ブラックマトリクス領域を形成する場合は、当該領域の
材料として、例えば黒色顔料を含む有機材料などを用いることができる。
【００６７】
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　カラーフィルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂの形成方法は、例えば、ディスペンス法、印刷
法、ダイコート法などの湿式プロセスを用いることができる。具体的には、例えば、封止
材１５上の隔壁２に対応する位置にブラックマトリクス領域となる隔壁を形成し、当該隔
壁間にカラーフィルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂの材料を含有した有機溶液を塗布し、有機
溶液の溶媒を乾燥させればよい。
【００６８】
　ｏ．封止材１５
　封止材１５は、各構成要素が積層された基板１の上方を封止する平板状の部材であり、
外気からの水分や酸素の浸透を抑制し、また外圧などからパネル１００の内部構造（有機
ＥＬ素子など）を保護する役割を有する。また、封止材１５は、樹脂層１３やカラーフィ
ルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂに対しては支持材としての役割を有する。また、トップエミ
ッション型であるパネル１００においては、良好な光透過性（透明性）を有することが好
ましい。封止材１５の材料は、例えば、基板１において例示したガラス材料、石英又はプ
ラスチック材料などである。
【００６９】
　３．パネル１００の機能
　（１）ＲＧＢ領域での発光
　ＲＧＢ領域では、ＴＦＴ層のＴＦＴ素子を介した駆動制御部１７からの電力の供給によ
り、各副画素２ａに配置された有機ＥＬ素子の第１電極３、第２電極１１が、有機発光層
６に対し、正孔、電子をそれぞれ供給する。この正孔及び電子が有機発光層６で再結合す
ることにより、有機発光層６内の有機材料が励起され、さらに当該有機材料が基底状態に
戻る際に所定の波長の光を発する。この際、第１副画素ＳＰＲの赤色有機発光層６Ｒ、第
２副画素ＳＰＧの緑色有機発光層６Ｇ、第３副画素ＳＰＢの第１青色有機発光層６Ｂは、
それぞれ赤色、緑色、青色の光を発する。
【００７０】
　有機発光層６が発した光（第１電極３側からの反射光含む）は、光透過性を有する第２
電極１１側から出射し、カラーフィルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂを介して封止材１５から
パネル１００の外部へ出射する。
　以上により、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、第３副画素ＳＰＢは、カラーフィ
ルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂによって有機発光層６の発する光よりも色純度が向上した赤
色、緑色、青色にそれぞれ発光する。
【００７１】
　（２）ＭＣＢ２領域での発光
　ＭＣＢ２領域では、駆動制御部１７からの電力の供給により、各副画素２ａに配置され
た有機ＥＬ素子の第１電極３が有機発光層６へ正孔を供給し、第２電極１１が第２青色有
機発光層９へ電子を供給する。また、この電力供給の際の電圧印加により、電荷発生層８
が、有機発光層６へ電子を、第２青色有機発光層９へは正孔をそれぞれ供給する。これに
より、ＭＣＢ２領域では、有機発光層６と第２青色有機発光層９との両方において、正孔
及び電子の再結合が発生し、各有機発光層が所定の波長の光を発する。
【００７２】
　具体的には、第４副画素ＳＰＭでは、赤色有機発光層６Ｒが赤色の光を、第２青色有機
発光層９が青色の光を発する。また、第５副画素ＳＰＣでは、緑色有機発光層６Ｇが緑色
の光を、第２青色有機発光層９が青色の光を発する。さらに、第６副画素ＳＰＢ２では、
第１青色有機発光層６Ｂが青色の光を、第２青色有機発光層９も青色の光を発する。これ
らの光（第１電極３側からの反射光含む）は光透過性を有する第２電極１１側から出射し
、封止材１５からパネル１００の外部へ出射する。
【００７３】
　以上により、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ、第６副画素ＳＰＢ２は、有機発光
層６及び第２青色有機発光層９の発する光を混合した、マゼンタ色、シアン色、青色にそ
れぞれ発光する。
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　（３）パネル１００の各画素Ｐの表現可能な色域
　図５は、パネル１００と比較例とにおける各画素の色域を示す色度図である。パネル１
００では、図２に示すように、各画素Ｐが、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、第３
副画素ＳＰＢ、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ及び第６副画素ＳＰＢ２を１つずつ
備える。ここで、図５の比較例として、各画素が一般的な構成、すなわち、各画素が、第
１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ及び第３副画素ＳＰＢのみを１つずつ備える有機ＥＬ
表示パネル９００（以下、「パネル９００」という。）を考える。なお、パネル９００で
は、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ及び第３副画素ＳＰＢにカラーフィルタ１４Ｒ
、１４Ｇ、１４Ｂが配置され、各副画素の発光色の色純度を向上させている。これにより
、パネル９００では、各画素において各規格の定める色域を広くカバーでき、色の再現性
の低下を抑制している。
【００７４】
　図５のＲ、Ｇ、Ｂ、Ｍ、Ｃの各点は、それぞれ第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、
第３副画素ＳＰＢ、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣの発光色の色度を示している。
したがって、図のＲＧＢの各点を繋いだ三角形内が、パネル９００の各画素の表現可能な
色域であり、図のＲＧＣＢＭの各点を繋いだ五角形内が、パネル１００の各画素Ｐの表現
可能な色域である。
【００７５】
　パネル１００の各画素Ｐはパネル９００と同構成、すなわちカラーフィルタ１４Ｒ、１
４Ｇ、１４Ｂによって色純度が向上した赤色、緑色、青色にそれぞれ発光可能な第１副画
素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、第３副画素ＳＰＢを備える。これにより、図５に示すよう
に、パネル１００の各画素Ｐは、パネル９００の各画素が表現可能な色域を表現できる。
したがって、パネル１００では、各画素Ｐにおける色の再現性の低下を抑制できる。
【００７６】
　次に、図５に示すように、Ｍ及びＣの色度は、ＲＧＢを頂点とする三角形の外側に位置
している。つまり、パネル１００の各画素Ｐは、パネル９００の各画素が表現可能なマゼ
ンタ色、シアン色よりも彩度が向上したマゼンタ色、シアン色にそれぞれ発光可能な第４
副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣを備える。したがって、パネル１００では、各画素Ｐに
おいて彩度が向上したマゼンタ色及びシアン色を表現できる。
【００７７】
　なお、このようなＭ及びＣの色度は、カラーフィルタ通過前後で赤色有機発光層６Ｒ、
緑色有機発光層６Ｇ、第１青色有機発光層６Ｂの発光色の色度が異なることで実現可能と
なる。図５のＲ０、Ｇ０、Ｂ０は、カラーフィルタを介さない赤色有機発光層６Ｒ、緑色
有機発光層６Ｇ、第１青色有機発光層６Ｂの発光色の色度を示す。
　第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣの発光色の色度は、それぞれ色度図上のＲ０とＢ
０とを結ぶ線上、Ｇ０とＢ０とを結ぶ線上に位置する。図５では、Ｒ０、Ｇ０、Ｂ０が、
それぞれＲ、Ｇ、Ｂよりも長波長側に位置している。これは、一般的な有機ＥＬ素子の傾
向を示している（特許文献１の段落０００９参照）。
【００７８】
　このとき、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣの発光色の色度がそれぞれＲ０側、Ｂ
０側に近くなるようにそれぞれの開口２ａを構成すれば、ＲＧＢを頂点とする三角形の外
側にＭ及びＣを配置することができる。なお、第４副画素ＳＰＭ及び第５副画素ＳＰＣの
発光色の色度は、当該副画素が含む有機発光層６及び第２青色有機発光層９の膜厚などに
より、調整が可能である。
【００７９】
　また、Ｒ０、Ｇ０、Ｂ０は必ずしもＲ、Ｇ、Ｂよりも長波長側に位置する必要はなく、
例えば、Ｒ、Ｇ、Ｂより短波長側に位置していてもよい。この場合、第４副画素ＳＰＭ、
第５副画素ＳＰＣの発光色の色度を、それぞれＢ０側、Ｇ０側に近くなるようにそれぞれ
の副画素を構成すれば、ＲＧＢの外側にＭ、Ｃを配置することができる。
　また、Ｒ０、Ｇ０、Ｂ０の色度が同一の傾向を有する必要はなく、例えば、Ｂ０、Ｇ０
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がＢ、Ｇよりも長波長側、Ｒ０がＲよりも短波長側に位置する場合、第５副画素ＳＰＣの
発光色の色度をＢ０側に近づければ少なくともＣはＲＧＢの三角形の外側に配置可能であ
る。さらに、例えば、Ｇ０がＧよりも長波長側、Ｂ０、Ｒ０がＢ、Ｒよりも短波長側に位
置する場合、第４副画素ＳＰＭの発光色の色度をＢ０側に近づければ、少なくともＭはＲ
ＧＢの三角形の外側に配置可能である。
【００８０】
　以上より、パネル１００では、各画素Ｐにおいて、色の再現性の低下を抑制しつつ、赤
色有機発光層６Ｒ、緑色有機発光層６Ｇ及び青色有機発光層６Ｂ、９を用いて、彩度が向
上したマゼンタ色及びシアン色を表現できる。
　（４）その他
　パネル１００は、各画素Ｐが、青色に発光可能な副画素２ａとして、第３副画素ＳＰＢ
及び第６副画素ＳＰＢ２の２つを備える。一般に、有機ＥＬ表示パネルでは、赤色、緑色
の副画素に比べて青色の副画素の発光寿命が短く、これが製品の寿命を規定している。パ
ネル１００は、各画素Ｐに青色の副画素２ａを２つ備えるため、一般的な有機ＥＬ表示パ
ネルに比べ、同じ発光輝度の青色を表現するための電流を低減することができる。特に、
パネル１００では、第６副画素ＳＰＢ２の機能層Ｆが、第１青色有機発光層６Ｂ及び第２
青色有機発光層９を含むＭＰＥ構造であり、第３副画素ＳＰＢよりも電流に対する発光効
率が向上する。有機ＥＬ素子における発光寿命は、素子を流れる累積の電流（電荷量）に
比例するため、パネル１００では、青色の副画素２ａの発光寿命が向上する。
【００８１】
　４．変形例
　以上、本発明の一態様として、パネル１００について説明したが、本発明は、その本質
的な特徴的構成要素を除き、以上の説明に何ら限定を受けるものではない。以下では、本
発明の態様の他の例として、パネル１００の変形例を説明する。なお、以下において、パ
ネル１００と同じ部分については、同じ符号を付して説明を簡略化又は省略する。
【００８２】
　（１）電荷発生層及び第２青色有機発光層の形状
　パネル１００では、第１電子輸送層７、電荷発生層８及び第２青色有機発光層９は、Ｍ
ＣＢ２領域にのみ配置されていたが、本発明の態様はこれに限られない。図６は、変形例
に係る有機ＥＬ表示パネル２００のＲＧＢ領域を示す模式断面図である。
　有機ＥＬ表示パネル２００（以下、「パネル２００」という。）は、パネル１００と異
なる構成として、第１電子輸送層２０７と、電荷発生層２０８と、第２青色有機発光層２
０９とを備える。第１電子輸送層２０７、電荷発生層２０８及び第２青色有機発光層２０
９は、第１電子輸送層７、電荷発生層８及び第２青色有機発光層９と異なり、副画素２ａ
のすべてに渡って連続している。すなわち、図６に示すように第１電子輸送層２０７、電
荷発生層２０８及び第２青色有機発光層２０９は、ＲＧＢ領域にも配置されている。なお
、パネル２００のＭＣＢ２領域の構造はパネル１００と同じである。
【００８３】
　パネル２００では、第１副画素ＳＰＲ及び第２副画素ＳＰＧにおいて、第２青色有機発
光層２０９が青色の光を発するが、赤色カラーフィルタ１４Ｒ及び緑色カラーフィルタ１
４Ｇによって当該青色光が遮断される。よって、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧの
発する赤色、緑色の色純度をパネル１００と同等に維持することができる。また、パネル
２００では、第３副画素ＳＰＢにおいて、第２青色有機発光層２０９が第１青色有機発光
層６Ｂの発する青色と異なる色度の青色の光を発する場合であっても、青色カラーフィル
タ１４Ｂによって当該青色光の不要な成分が遮断される。よって、第３副画素ＳＰＢの発
する青色の色純度をパネル１００と同等に維持することができる。また、パネル２００の
各画素Ｐはパネル１００と同じ第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ及び第６副画素ＳＰ
Ｂ２を備える。したがって、パネル２００の各画素Ｐの表現可能な色域は図５に示すパネ
ル１００の各画素Ｐの表現可能な色域と等しい。すなわち、パネル２００の構成でも、各
画素Ｐにおいて、色の再現性の低下を抑制しつつ、赤色有機発光層６Ｒ、緑色有機発光層
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６Ｇ及び青色有機発光層６Ｂ、２０９を用いて、彩度が向上したマゼンタ色及びシアン色
を表現できる。
【００８４】
　また、パネル２００では、第１電子輸送層２０７、電荷発生層２０８及び第２青色有機
発光層２０９が、パネル１００の第１電子輸送層７、電荷発生層８及び第２青色有機発光
層９よりもさらに簡易な形状、いわゆるベタ膜となっているため、生産効率が向上する。
特に、第１電子輸送層７、電荷発生層８及び第２青色有機発光層９を真空蒸着法で形成し
た場合、シャドウマスクを使用しない（又はパネル２００の端面部を覆う枠状とする）こ
とができ、更なる生産効率の向上を図ることができる。
【００８５】
　なお、パネル１００のように、第１電子輸送層７、電荷発生層８及び第２青色有機発光
層９をＲＧＢ領域に配置しない場合は、パネル２００に比べて第１副画素ＳＰＲ、第２副
画素ＳＰＧ、第３副画素ＳＰＢの駆動電圧を低減できる。また、パネル１００ではパネル
２００に比べて、第１副画素ＳＰＲ及び第２副画素ＳＰＧにおける、赤色カラーフィルタ
１４Ｒ及び緑色カラーフィルタ１４Ｇによる光の遮蔽が少ないため、発光効率が向上する
。
【００８６】
　（２）第６副画素ＳＰＢ２へのカラーフィルタ配置
　パネル１００では、カラーフィルタが、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ及び第３
副画素ＳＰＢにのみ配置されていたが、本発明の態様はこれに限られない。図７は、変形
例に係る有機ＥＬ表示パネル３００のＭＣＢ２領域を示す模式断面図である。
　有機ＥＬ表示パネル３００（以下、「パネル３００」という。）は、パネル１００と異
なる構成として、第６副画素ＳＰＢ２にも青色カラーフィルタ３１４Ｂが配置されている
。また、青色カラーフィルタ３１４Ｂは、第１青色有機発光層６Ｂ及び第２青色有機発光
層９に対して光の取り出し側（樹脂層１３と封止材１５との間）に配置されている。
【００８７】
　青色カラーフィルタ３１４Ｂは、青色以外の波長帯の光を遮断し、第１青色有機発光層
６Ｂ及び第２青色有機発光層９の発する光の青色の色純度を向上させる機能を有する。こ
れにより、第６副画素ＳＰＢ２では、より色純度が向上した青色に発光が可能となる。な
お、パネル３００のＲＧＢ領域の構造はパネル１００又はパネル２００と同じである。
　パネル３００の各画素Ｐは、パネル１００又はパネル２００の各画素Ｐと同じ構成の第
１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、第３副画素ＳＰＢ、第４副画素ＳＰＭ及び第５副画
素ＳＰＣを備える。したがって、パネル３００の構成でも、各画素Ｐにおいて、色の再現
性の低下を抑制しつつ、赤色有機発光層６Ｒ、緑色有機発光層６Ｇ及び青色有機発光層６
Ｂ、９を用いて、彩度が向上したマゼンタ色及びシアン色を表現できる。
【００８８】
　また、パネル３００の各画素Ｐは、色純度が向上した青色に発光可能な第６副画素ＳＰ
Ｂ２を備えるため、各画素Ｐにおいて、青色の再現性を向上することができる。なお、パ
ネル１００のように、第６副画素ＳＰＢ２に青色カラーフィルタ３１４Ｂを配置しない構
成の場合は、図５に示すＢ０のように、第６副画素ＳＰＢ２の発光色の色度がＲＧＢを頂
点とする三角形の外側に位置するため、各画素Ｐの表現可能な色域が拡大する。
【００８９】
　（３）第４副画素及び第５副画素へのカラーフィルタの配置
　パネル３００では、ＭＣＢ２領域においてカラーフィルタが、第６副画素ＳＰＢ２にの
み配置されていたが、本発明の態様はこれに限られない。図８は、変形例に係る有機ＥＬ
表示パネル４００のＭＣＢ２領域を示す模式断面図である。
　有機ＥＬ表示パネル４００（以下、「パネル４００」という。）は、パネル３００と異
なる構成として、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣに、マゼンタ色カラーフィルタ４
１４Ｍ、シアン色カラーフィルタ４１４Ｃがそれぞれ配置されている。なお、マゼンタ色
カラーフィルタ４１４Ｍ、シアン色カラーフィルタ４１４Ｃは、有機発光層６及び第２青
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色有機発光層９に対して光の取り出し側（樹脂層１３と封止材１５との間）に配置されて
いる。
【００９０】
　マゼンタ色カラーフィルタ４１４Ｍ、シアン色カラーフィルタ４１４Ｃは、一定の波長
帯の光を遮断することで、それぞれ有機発光層６及び第２青色有機発光層９の発する光を
混合したマゼンタ色、シアン色の彩度をより向上する機能を有する。これにより、第４副
画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣでは、より彩度が向上したマゼンタ色、シアン色にそれぞ
れ発光が可能となる。なお、パネル４００のＲＧＢ領域の構造はパネル１００又はパネル
２００と同じである。
【００９１】
　図９は、パネル４００と比較例とにおける各画素の色域を示す色度図である。パネル４
００の各画素Ｐは、パネル１００又はパネル２００と同じ構成の第１副画素ＳＰＲ、第２
副画素ＳＰＧ及び第３副画素ＳＰＢを備える。したがって、パネル４００の構成でも、各
画素Ｐにおいて色の再現性の低下を抑制できる。
　また、パネル１００に比べて彩度が向上したマゼンタ色、シアン色にそれぞれ発光可能
な第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣを備える。このとき、図９に示すように、第４副
画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣの発光色の色度をそれぞれ示す点Ｍ、Ｃは、図５の点Ｍ、
Ｃよりもさらに外側に位置することになる。したがって、パネル４００では、各画素Ｐに
おいて、赤色有機発光層６Ｒ、緑色有機発光層６Ｇ及び青色有機発光層６Ｂ、９を用いて
、さらに彩度が向上したマゼンタ色及びシアン色を表現できる。
【００９２】
　（４）画素の構成
　パネル１００では、画素Ｐが、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、第３副画素ＳＰ
Ｂ、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ及び第６副画素ＳＰＢ２の隣接により構成され
たが、本発明の態様はこれに限られない。図１０は、変形例に係る有機ＥＬ表示パネル５
００の画像表示面の一部を拡大した模式平面図である。また、図１１は、図１０のＸ３－
Ｘ３線に沿った模式断面図である。
【００９３】
　図１０に示すように、有機ＥＬ表示パネル５００（以下、「パネル５００」という。）
では、画素Ｐ５が、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、第３副画素ＳＰＢと、第４副
画素ＳＰＭとの隣接により構成されている。また、図１０及び図１１に示すように、パネ
ル５００は、パネル１００と異なる構成として、第１電子輸送層５０７と、電荷発生層５
０８と、第２青色有機発光層５０９とを備える。第１電子輸送層５０７、電荷発生層５０
８、第２青色有機発光層５０９は、第３副画素ＳＰＢ及び第４副画素ＳＰＭが並ぶ領域に
おいて列方向Ｙに延伸する形状を有する。すなわち、第１電子輸送層５０７、電荷発生層
５０８及び第２青色有機発光層５０９は第３副画素ＳＰＢ及び第４副画素ＳＰＭにのみ配
置されている。
【００９４】
　このとき、パネル５００の各画素Ｐ５は、パネル１００と同じ構成の第１副画素ＳＰＲ
及び第２副画素ＳＰＧを備える。また、パネル５００の第３副画素ＳＰＢでは、パネル１
００と同じ青色カラーフィルタ１４Ｂが配置されることで、パネル１００の第３副画素Ｓ
ＰＢと同等に色純度が向上した青色に発光が可能となる。したがって、パネル５００の構
成でも、各画素Ｐ５において色の再現性の低下を抑制することができる。
【００９５】
　また、パネル５００の各画素Ｐ５は、パネル１００と同じ構成の第４副画素ＳＰＭを備
える。したがって、パネル５００の構成でも、各画素Ｐ５において、赤色有機発光層６Ｒ
、緑色有機発光層６Ｇ及び青色有機発光層６Ｂ、５０９を用いて、彩度の向上したマゼン
タ色を表現することができる。
　なお、本発明の一態様においては、各画素が、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ及
び第３副画素ＳＰＢに加えて、第４副画素としてマゼンタ色とシアン色とのうちの一方に
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発光可能な副画素を少なくとも備える構成であればよい。すなわち、パネル５００の各画
素Ｐ５は、第４副画素ＳＰＭの代わりに第４副画素ＳＰＣを備える構成であってもよい。
このとき、パネル５００では、各画素Ｐ５において、彩度の向上したシアン色を表現する
ことができる。より一般的には、パネル５００の第４副画素（ＳＰＭ又はＳＰＣ）は、機
能層として、赤色有機発光層６Ｒと緑色有機発光層６Ｇとのうちの一方、電荷発生層８及
び第２青色有機発光層９をこの順に含めばよい。
【００９６】
　また、パネル５００の各画素Ｐ５は、第４副画素（ＳＰＭ又はＳＰＣ）に加え、第５副
画素としてパネル１００の第６副画素ＳＰＢ２を備える構成であってもよい。また、パネ
ル５００の各画素Ｐ５は、第４副画素（ＳＰＭ又はＳＰＣ）に加え、第５副画素としてマ
ゼンタ色とシアン色とのうちの第４副画素の発光色でない方に発光可能な副画素と、第６
副画素ＳＰＢ２とを、を備える構成であってもよい。なお、この際、第５副画素、第６副
画素は第４副画素と行方向Ｘに隣接して配置すると、第１電子輸送層５０７、電荷発生層
５０８及び第２青色有機発光層５０９をこれらの副画素に渡って連続して形成できるため
、生産効率が向上し、より好ましい。
【００９７】
　また、パネル５００では、第３副画素ＳＰＢに第１電子輸送層５０７、電荷発生層５０
８及び第２青色有機発光層５０９が配置されない構成（パネル１００の第３副画素ＳＰＢ
と同じ構成）であってもよい。
　（５）有機発光層の材料
　パネル１００では、ＲＧＢ領域とＭＣＢ２領域とで、同一材料の赤色有機発光層６Ｒ、
緑色有機発光層６Ｇ及び第１青色有機発光層６Ｂを用いたが、本発明の態様はこれに限ら
れない。図１２は、変形例に係る有機ＥＬ表示パネル６００のＲＧＢ領域を示す模式断面
図である。
【００９８】
　有機ＥＬ表示パネル６００（以下、「パネル６００」という。）では、第１副画素ＳＰ
Ｒ、第２副画素ＳＰＧ、第３副画素ＳＰＢが、機能層Ｆとして、第２赤色有機発光層６Ｒ
２、第２緑色有機発光層６Ｇ２、第３青色有機発光層６Ｂ２をそれぞれ含んでいる。また
、パネル６００の第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ及び第３副画素ＳＰＢでは、カラ
ーフィルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂが配置されていない。なお、パネル６００のＭＣＢ２
領域の構造はパネル１００と同じである。
【００９９】
　第２赤色有機発光層６Ｒ２、第２緑色有機発光層６Ｇ２、第３青色有機発光層６Ｂ２は
、それぞれ赤色有機発光層６Ｒ、緑色有機発光層６Ｇ、第１青色有機発光層６Ｂと異なる
材料からなり、より色純度が向上した赤色、緑色、青色の光をそれぞれ発することができ
る。
　このとき、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、第３副画素ＳＰＢでは、カラーフィ
ルタ１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂを配置しなくても、色純度が向上した赤色、緑色及び青色の
光にそれぞれ発光することが可能である。したがって、パネル６００の構成でも、各画素
Ｐにおいて、色の再現性の低下を抑制することができる。
【０１００】
　また、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ、第６副画素ＳＰＢ２が機能層Ｆとして含
む赤色有機発光層６Ｒ、緑色有機発光層６Ｇ、第１青色有機発光層６Ｂは、それぞれ第２
赤色有機発光層６Ｒ２、第２緑色有機発光層６Ｇ２、第３青色有機発光層６Ｂ２と異なる
色度の光を発する。したがって、図５に示すように、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰ
Ｃ及び第６副画素ＳＰＢ２の色度をＲＧＢの三角形の外側に位置させることが可能となる
。すなわち、パネル６００の構成でも、各画素Ｐにおいて、赤色有機発光層６Ｒ、第２赤
色有機発光層６Ｒ２、緑色有機発光層６Ｇ、第２緑色有機発光層６Ｇ２及び第１青色有機
発光層６Ｂ、第３青色有機発光層６Ｂ２、第２青色有機発光層９を用いて、彩度の向上し
たマゼンタ色及びシアン色を表現することができる。
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【０１０１】
　（６）その他
　パネル１００では、各画素ＰのＲＧＢ領域において、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素Ｓ
ＰＧ、第３副画素ＳＰＢが、行方向Ｘにこの順に並んでいた。また、各画素ＰのＭＣＢ２
領域において、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ、第６副画素ＳＰＢ２が、行方向Ｘ
にこの順に並んでいたが、本発明の態様はこれに限られない。各画素Ｐにおいては、ＲＧ
Ｂ領域として第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ及び第３副画素ＳＰＢが並ぶ行と、Ｍ
ＣＢ２領域として第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ及び第６副画素ＳＰＢ２が並ぶ行
とが、列方向Ｙに並べばよく、この際の順序に限定はない。具体的には、各画素Ｐにおい
て、ＲＧＢ領域では例えば行方向Ｘに第１副画素ＳＰＲ、第３副画素ＳＰＢ、第２副画素
ＳＰＧの順に、ＭＣＢ２領域では例えば行方向Ｘに第５副画素ＳＰＣ、第４副画素ＳＰＭ
、第６副画素ＳＰＢ２の順に並んでもよい。
【０１０２】
　また、パネル５００でも同様に、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ、第３副画素Ｓ
ＰＢ及び第４副画素ＳＰＭの並ぶ順番に限定はない。なお、パネル５００では、ＭＰＥ構
造の有機ＥＬ素子を配置した副画素２ａを隣接させると、生産効率が向上し、製造上有利
である。
　また、パネル１００及び５００では、各画素Ｐ及び各画素Ｐ５が、各色の副画素２ａを
１つずつ備えた構成であったが、これに限られず、各画素に同色の副画素２ａを複数配置
してもよい。例えば、各画素Ｐが、第１副画素ＳＰＲ、第２副画素ＳＰＧ及び第３副画素
ＳＰＢが並ぶ行と、第４副画素ＳＰＭ、第５副画素ＳＰＣ及び第６副画素ＳＰＢ２が並ぶ
行と、をそれぞれ２つずつ備えていてもよい。またこれらの行の順に制限はない。
【０１０３】
　また、パネル１００では、各開口２ａにおいて、第１電極３を陽極、第２電極１１を陰
極とする正構造の有機ＥＬ素子が配置されたが、これに限られず、第１電極を陰極、第２
電極を陽極とする逆構造の有機ＥＬ素子が配置されてもよい。この場合、正孔注入層、正
孔輸送層、第１電子輸送層、第２電子輸送層の配置順は適宜変更される。
　また、パネル１００では、基板１の基板本体（ＴＦＴ層を除いた部分）が、長方形平板
状であったが、これに限られず、正方形、四角形以外の多角形、円形、楕円形などの平板
状であってもよい。さらに、基板本体は平板状に限られず、フィルム状であってもよく、
この場合パネル１００に柔軟性を付与することもできる。
【０１０４】
　また、パネル１００では、開口２ａが並ぶ行方向Ｘ及び列方向Ｙが、基板１の主面の長
手方向及び短手方向と平行であったが、これに限られず、基板の主面の長手方向及び短手
方向に対して傾きを持った行方向Ｘ及び列方向Ｙを設定してもよい。
　また、パネル１００では、隔壁２がいわゆるピクセルバンク方式であったが、これに限
定されず、ラインバンク方式などであってもよい。具体的には、例えば隔壁が行方向Ｘに
隣接する副画素のみを区画し、列方向Ｙに隣接する副画素は区画しない形状であってもよ
い。なお、この場合は、列方向Ｙに延伸して有機発光層を区画する隔壁とは別に、行方向
Ｘに延伸して第１電極を区画するが有機発光層は区画しない電気絶縁性の画素規制層を配
置することが好ましい。
【０１０５】
　また、パネル１００では、隔壁２の開口がすべて副画素２ａであったが、これに限られ
ず、例えば、第２電極１１自身の電気抵抗による基板１の中央付近での電圧降下を低減す
るよう、隔壁２の開口に電気抵抗の低いバスバーなどを配置する構成であってもよい。
　また、パネル１００では、トップエミッション型及びアクティブマトリクス方式を採用
したが、本発明の態様はこれに限られず、例えばボトムエミッション型又はパッシブマト
リクス方式を採用してもよい。これらの変更によって、パネル１００の構成も適宜変更さ
れる。
【産業上の利用可能性】
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【０１０６】
　本発明に係る有機ＥＬ表示パネル及び有機ＥＬ表示装置は、テレビ、パーソナルコンピ
ュータ、携帯端末、電子看板、業務用ディスプレイなど様々な電子機器の表示装置に用い
られる表示パネルとして広く利用することができる。
【符号の説明】
【０１０７】
　１　基板
　２　隔壁
　２ａ　開口（副画素）
　３　第１電極
　６　有機発光層
　６Ｒ　赤色有機発光層
　６Ｒ２　第２赤色有機発光層
　６Ｇ　緑色有機発光層
　６Ｇ２　第２緑色有機発光層
　６Ｂ　第１青色有機発光層
　６Ｂ２　第３青色有機発光層
　８、２０８、５０８　電荷発生層
　９、２０９、５０９　第２青色有機発光層
　１１　第２電極
　１４Ｒ　赤色カラーフィルタ
　１４Ｇ　緑色カラーフィルタ
　１４Ｂ、３１４Ｂ　青色カラーフィルタ
　１７　駆動制御部
　１００、２００、３００、４００、５００、６００、９００　有機ＥＬ表示パネル
　４１４Ｍ　マゼンタ色カラーフィルタ
　４１４Ｃ　シアン色カラーフィルタ
　１０００　有機ＥＬ表示装置
　Ｆ　機能層
　Ｐ、Ｐ５　画素
　ＳＰＲ　第１副画素
　ＳＰＧ　第２副画素
　ＳＰＢ　第３副画素
　ＳＰＭ　第４副画素（第５副画素）
　ＳＰＣ　第５副画素（第４副画素）
　ＳＰＢ２　第６副画素（第５副画素）
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